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“進”重点項目 
「カチガラスが佐賀平野で日常的に見かけられる
よう取り組みます」 

原因の究明と今後の保護のあり方を検討するため、生息環境を含めた幅広い意見を聞く 

会議設置の背景 

専門家会議の設置 

佐賀平野の環境が変わっているのでは？ 

黒ガラスが多くて不安だ！ 
鳩や雀も見かけなくなった   

佐賀平野でカササギを見かけなくなった 

現状調査の実施 

（カササギ関係） 

24年度本調査 

23年度予備調査 

（カラス関係） 

カラス類 
生息調査 

県民の声 

報告 
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第1回 会議日程 

１  日 時 平成２４年５月２９日（火曜日） １３時３０分～１５時 

２  場 所 教育委員会室 県庁新行政棟１０階 

３  議 題 カササギの生態及び生息環境に影響を与えている 
事象について 

○ 第１回会議は幅広い意見を聞き、この会議の検討結果等を踏まえ、 
 今後の進め方を検討する 
 
○ 平成２４年度は、３回程度の開催を予定 
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第1回 専門家会議メンバー 

氏  名 所  属 備  考 

青栁 良子 
日本野鳥の会佐賀県支部
副支部長 

カラスの集団ねぐらを調査 

江口 和洋 九州大学理学研究院助教 長年にわたるカササギ研究者 

野間口眞太郎 佐賀大学農学部教授 
動物生態研究者 
県文化財保護審議会委員 

東 和敬 
佐賀自然史研究会長 
佐賀トンボ研究会 

トンボを中心とする昆虫研究者 
カササギの餌となる小動物に詳しい 

佛坂 安恵 佐賀自然史研究会員 長年カササギの生息数変化を観察 

○ 専門家会議のメンバーは、今後の進め方に合わせ、変更もあります。 

（敬称略） 
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